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◼ 今回の申請原価には、最新技術およびバイオマス混焼を採用した三隅発電所2号機の導入に加え、価格
競争力のある安価な低品位炭の活用といった経営効率化の取り組みによる燃料費の低減効果を織り込
んでおります。

◼ 一方、こうした取り組みに伴い、灰発生量が増加することから、原価算定期間中の灰処理費は、至近の実
績よりも増加するものと想定しております。

１．原価に織り込んだ灰処理費の考え方

◆灰処理費の推移

実績 想定 原価算定期間

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

申請
原価

火力廃棄物処理費 ８９ ９１ ８３ ８４ １０１ １１５ １０８ １０２ １０９

灰 処 理 費 ５６ ６１ ５５ ５５ ７０ ８６ ８０ ７３ ８０

排 煙 処 理 費 ２５ ２３ ２２ ２３ ２６ ２３ ２３ ２３ ２３

排 水 処 理 費 ５ ５ ５ ４ ６ ５ ５ ５ ５

そ の 他 ４ ２ ２ １ ０ ２ １ １ １

（億円）

◼ 最新技術およびバイオマス混焼を採用した三隅発電所
2号機を導入し、非効率経年火力発電所を代替すること
で経済性・環境性に優れた電源構成を構築していきます。

〔石炭火力の電源構成変化〕

・三隅発電所２号機運転開始（2022年11月）＋100万kW

・水島発電所２号機、下関発電所1号機廃止決定（2022年6月）

三隅発電所2号機運転開始に伴う燃料費低減メリット： ▲２００億円／年

【電源設備形成・運用の効率化】
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◼ 石炭は近年、高品位炭に対する低品位炭の価格競争力が高まっております。

◼ 低品位炭の導入にあたっては、燃焼安定性や環境基準への適合性の確認を十分に行う必要があるため、
安価な低品位炭の情報を調査する燃料調達部門と性状評価や試験等を行う発電部門が常に緊密に
連携して取り組んでおります。

２．低品位炭の導入拡大

〔豪州における高品位炭価格を100として指数化した場合の、
低品位炭価格の推移〕

注：市況値を熱量等価へ補正・灰処理コスト込みで評価した試算

低品位炭導入拡大による燃料費低減メリット： ▲８２億円／年


